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　平成22年度の町の当初予算をお知らせします。一般会計予算は87億8,089万円で、
前年度当初に比べて2億9,757万円の増（3.5％増）となりました。

平
成
22
年
度
当
初
予
算

【自主財源】町が集める収入【町税】町民の皆さんが町に納める税金【繰入金】基金などの積立金から取り崩したお金、または他
の会計から移動したお金【分担金・負担金】法令や契約に基づいて町に支払われるお金【使用料・手数料】町の施設の使用料や証
明書などの交付手数料【依存財源】国や県などからの収入【地方交付税】所得税など国の税金の一部を、国が県や市町村に交付す
るお金。使い道の指定はありません【国・県支出金】国や県が、市町村に交付するお金。国や県から委託された事業や特定の工事
のために使われます【町債】町が国や銀行などから借り入れるお金

そ　の　他

労働費、諸支出金、
予備費

災害復旧対策のため商工業・観光振興
のため

議員報酬、議会
運営のため

特
別
会
計

企
業
会
計

老人保健
積立基金残高の推移

歳入・歳出　　　　  68万円
歳入・歳出　 4億1,769万円
歳入・歳出　26億1,568万円
歳入・歳出　19億8,985万円
歳入・歳出　 4億5,318万円
歳入・歳出　 1億 610万円
歳入・歳出　　　8,300万円
歳入・歳出　　　2,535万円
収益的収入　25億9,077万円
収益的支出　30億8,437万円
資本的収入　 1億9,867万円
資本的支出　 3億2,406万円

国民健康保険
後期高齢者医療

介護保険
下水道事業
農業集落排水処理施設事業�
簡易水道事業
住宅用地造成事業等

病院事業

※不足額は一時借入金で措置

消防、防災のため農林業振興のため

［－7,853円］
28,750円

［＋365円］
17,834円

［＋94円］
5,593円

［＋898円］
4,042円

［－156円］
45円

［－1円］
264円

災害復旧費商　工　費議　会　費消　防　費農林水産業費

　
歳
入
で
は
、
町
の
人
口
な
ど
に

基
づ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
総
額
の

47
％
を
占
め
る
41
億
５
、
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ

か
国
・
県
支
出
金
や
町
債
を
合
わ

せ
た
依
存
財
源
は
69
億
８
、２
６

８
万
円
で
、
予
算
全
体
の
約
80
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
皆
さ
ん
が
納
め
る
町
税
は

13
億
３
、３
５
７
万
円
で
、
総
額

の
約
15
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

他
の
分
担
金
や
使
用
料
・
手
数
料

な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主
財
源
は
17

億
９
、８
２
１
万
円
で
、
予
算
全

体
の
約
20
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

一般会計
歳　　入

用
語
解
説

Ｈ20Ｈ18 Ｈ19

※Ｈ18～21年度については３月末現在の数値

5億

7,589万円

6億

2,444万円

5億

2,660万円

Ｈ21

7億

4,173万円

Ｈ22
（当初見込み）

9億

2,005万円

［－10,536円］
30,772円

道路整備、都市計
画、除雪などのため

土　木　費

町　　税
13億3,357万円

15.2％
その他

4億3,427万円
4.9％

地方交付税
41億5,000万円

47.3％

国・県支出金
11億4,568万円

13.1％

町　　債
13億7,280万円

15.6％

地方消費税交付金
1億5,000万円　1.7％

その他
1億6,420万円　1.9％

自主財源
17億9,821万円
　　 （20.4％）

依 存 財 源　　 
69億8,268万円
　（79.6％）

繰入金
3,037万円　0.3％

分担金・負担金、使用料・
手数料、財産収入、繰入金、
繰越金、諸収入、寄附金

固定資産税
6億7,633万円

町民税
5億1,775万円

町たばこ税　9,251万円

軽自動車税　4,698万円



前年度比
2億9,757万円の増87億8,089万円

e

総　務　費

職員給与、庁舎管
理、戸籍管理、徴税、
広報などのため

学校管理、教育・
文化・スポーツ振
興などのため

国などへの借入金
の返済のため

22 年 度

町民１人当たりに使われるお金

［前年度比］

高齢者・障がい者・
児童福祉のため

教　育　費公　債　費民　生　費

［＋10,269円］
109,145円

［－3,373円］
78,019円

［＋24,955円］
79,869円

［＋3,110円］
46,071円

［＋4,403円］
44,626円

［＋22,175円］

１世帯当たりでは1,258,007円
前年度比　＋38,088円

445,030円

一般会計 87億8,089万円（ ）前年度比
2億9,757万円の増（ ）

一 般 会 計 の 主 な 事 業

・住宅建設事業……………………………………
・町道整備事業……………………………………
・除雪対策事業………………………………………
・中山間地域等直接支払制度事業…………………
・上下水道整備事業………………………………
・適正な廃棄物処理とゴミ減量対策事業………
・生活路線バス運行維持事業………………………

・重度心身障がい者医療給付事業……………………
・障がい者自立支援給付事業……………………
・保育所運営費……………………………………
・保育所入所児童保護者負担金を50％軽減………
・放課後児童クラブ運営事業………………………
★子ども手当支給事業……………………………
・各種健診事業………………………………………
・生涯スポーツ振興事業……………………………

1億4,854万円
1億6,863万円

5,617万円
3,621万円

3億1,282万円
1億8,434万円

2,310万円

5,376万円
2億7,930万円
4億1,211万円

5,883万円
2,178万円

2億5,831万円
5,037万円
5,035万円

・非常備消防団運営事業……………………………
・消防自動車購入事業………………………………
・まちづくり主要プロジェクト推進事業……………
・地域振興基金積立事業…………………………

★地域情報通信基盤整備事業……………………
・緊急雇用対策事業…………………………………
・商工振興事業…………………………………………
・志戸岸地区ふるさと農道緊急整備事業…………
★七崎地区団体営基盤整備促進事業………………
・畜産担い手育成総合整備事業……………………

・奨学金貸付事業……………………………………
・語学指導外国青年招致事業………………………
★読書で育む魅力ある人づくり、地域づくり推進事業……

★印は、新規事業

4,941万円
1,885万円
230万円

1億1,100万円

4億6,743万円
2,460万円
5,656万円
8,108万円
2,044万円
2,261万円

4,032万円
1,678万円
600万円

潤いのあるまちづくり やすらぎのあるまちづくり

活力のあるまちづくり

心豊かなひとづくり

生きがいのあるまちづくり

一般会計
歳　　出

※「町民１人（１世帯）当たりに使われるお金」
　＝「一般会計歳出予算額」÷「平成22年
　４月１日現在の町の人口（世帯数）」

　
歳
出
で
は
、
町
民
の
福
祉
充
実

の
た
め
の
民
生
費
が
21
億
５
、３

５
４
万
円
と
最
も
多
く
、
総
額
の

約
25
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
、
町
の
借
入
金
返
済
の

た
め
の
公
債
費
が
15
億
３
、９
４

０
万
円
で
約
18
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
町
の
財
政
や
企
画
な
ど
を
行

う
総
務
費
が
15
億
７
、５
９
０
万

円
、
教
育
と
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く

り
の
た
め
の
教
育
費
が
９
億
９
０

２
万
円
、
健
康
づ
く
り
や
ご
み
収

集
な
ど
の
た
め
の
衛
生
費
が
８
億

８
、０
５
１
万
円
。
以
下
、
生
活

基
盤
と
な
る
道
路
整
備
や
公
営
住

宅
整
備
の
た
め
の
土
木
費
が
続
い

て
い
ま
す
。

歳
出

ごみ処理、公衆衛
生、健康づくり、
斎場運営のため

衛　生　費

民  生  費
21億5,354万円

24.5％

公  債  費
15億3,940万円

17.5％

衛  生  費
8億8,051万円

10.0％

土  木  費
6億716万円

6.9％

総  務  費
15億7,590万円

17.9％

教  育  費
9億902万円

10.4％

消防費　3億5,189万円　4.0％

災害復旧費　89万円　0.0％

議会費　1億1,035万円　1.3％

その他　521万円　0.1％

目 的 別 の 使 途

87億8,089万円

農林水産業費
5億6,726万円

6.5％

商工費　7,976万円　0.9％
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ドライバーに安全運転のチラシを配る交通指導隊員

新入学児童に交通安全を呼び掛ける交通安全関係者 田中正義署長の査閲を受ける交通指導隊員

青森県農業経営研究協会賞を受賞した　村國昭さん㊥

議会ニュース
　
町
議
会
定
例
会
（
第
19
回
）
が
３
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で

８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
平

成
22
年
度
当
初
予
算
な
ど
28
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
決
ま
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
五
戸
町
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改

正
）、
五
戸
町
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育

長
の
平
成
22
年
度
の
期
末
手
当
を
、
前
年
度
に
引
き
続
き

20
％
減
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
平
成
18
年
度
か
ら
５
年
連
続
実
施

▼
団
体
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行

五
戸
町
が
事
業
主
体
と
な
り
、
浅
水
七
崎
土
地
改
良
区
の

基
盤
整
備
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
上
市
川
団
地
オ
ン
コ
公
園
条
例

上
市
川
団
地
オ
ン
コ
公
園
の
完
成
に
伴
い
設
置
・
管
理
等

に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。
　

▼
五
戸
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
一

部
改
正
）

職
員
の
勤
務
時
間
の
短
縮
と
、
１
か
月
に
つ
き
60
時
間
を

超
え
る
時
間
外
勤
務
を
し
た
職
員
に
支
給
す
る
時
間
外
勤

務
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ
、
お
よ
び
時
間
外
勤
務
代

休
時
間
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

五
戸
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
浪
打
泰
さ
ん

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ

い
て
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
、
４
月
６
日
か
ら
15
日

ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
優
れ
た
農
業
経
営
者
な
ど
を
表

彰
す
る
青
森
県
農
業
経
営
研
究
協

会
賞
に
、
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ゴ

ボ
ウ
な
ど
を
栽
培
す
る
a
村
國
昭

さ
ん
が
輝
き
、
３
月
19
日
、
三
浦

町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
a
村
さ
ん
が

就
農
５
年
目
で
販
売
額
を
大
幅
に

伸
ば
し
、
就
農
し
た
息
子
２
人
ら

と
家
族
経
営
協
定
で
役
割
を
明
確

に
し
て
経
営
拡
大
し
た
こ
と
や
、

若
い
農
業
者
に
企
業
的
な
経
営
実

践
を
伝
達
し
な
が
ら
、
２
組
の
若

夫
婦
を
就
農
に
導
く
な
ど
後
継
者

の
育
成
に
貢
献
し
、
地
域
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

企
業
で
培
っ
た
経
営
能
力
で

高
収
益
野
菜
の
経
営
を
確
立

企
業
で
培
っ
た
経
営
能
力
で

高
収
益
野
菜
の
経
営
を
確
立

▼
４
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
「
五

戸
地
区
交
通
指
導
隊
決
起
大
会
」
に

は
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
指
導

隊
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
の
関

係
団
体
か
ら
約
80
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
大
会
前
に
は
警
察
署
前
で
交
通

指
導
隊
員
ら
が
街
頭
活
動
を
実
施

し
、
横
断
幕
や
の
ぼ
り
で
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　
交
通
指
導
隊
員
の
査
閲
式
で
は

隊
員
25
人
が
田
中
警
察
署
長
か
ら

服
装
や
装
備
品
の
点
検
を
受
け
、

士
気
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

▼
４
月
７
日
、
五
戸
小
学
校
前
の

交
差
点
で
は
交
通
安
全
団
体
関
係

者
ら
に
よ
る
街
頭
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
入
学
式
前
の
親
子
ら
に

「
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
信
号
で
は
気
を
付
け
て
渡
っ

て
く
だ
さ
い
。
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
を
し
な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動春 の 全 国 交 通 安 全 運 動春 の 全 国 交 通 安 全 運 動
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■   昼間でも雨戸やカーテンが閉まっている、夜になっても明かりがつかない

▼こんなことに気付いたら地域包括支援センターなどへ連絡を

■   新聞や郵便物がたまっている

■   しばらく姿を見ていない、何回か訪問しているが不在

■   家や庭の様子が荒れている

■   もの忘れが目立つ。何回も同じ話をする

■   目的もなく歩き回っているようだ

■   怒鳴り声や泣き声、大きな物音などがする

■   天気が悪いのに長時間外にいる

■   不審な業者などが出入りしている。見慣れないダンボール・資材等がある

※守秘義務により、連絡した人が特定されたり、連絡したことで不利益を被ることはありません。

目的もなく
歩き回って
いるようだ

気付きを
ご連絡ください

たくさん新聞や
郵便物がたまっている

けど大丈夫？

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 28

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 　内線１４６

できることから始めよう。さりげない見守りできることから始めよう。さりげない見守りできることから始めよう。さりげない見守り

さりげない見守り・手助けが高齢者と家族を支えます

　すべての人が、住みなれた地域で安心して生活をするためには、隣近所・地域の温かい見守り
や、さりげない手助けが必要となります。特に、超高齢社会を迎え、認知症などの病気により
何らかの「生活のしづらさ」を抱える高齢者は増えると予測されています。見守りに必要なのは
専門的な知識や技術ではなく、あなたのちょっとした勇気や優しさです。無理をせずに、まずは
できることから始めてみましょう。

「ちょっと変だな」と感じたら連絡を

　「ひとり暮らしの高齢者が孤立死した」「認知症の人が行方不明になり何日も見つからない」
「虐待や悪質商法の被害にあった」－こうした事が起こらないようにするためには、隣近所・
地域の見守りや気付きが鍵となります。現に、最悪な事件に至る前に、実は周囲の人は異変に
気付いていたということも少なくないのです。「ちょっと変だな」と感じたら、「大したことない
だろう」と思わずに、地域包括支援センターなどへ連絡してください。結果として何もなければ、
それにこしたことはありません。

日常的にあいさつを交わしま
しょう。また、元気がないよう
なときには、率先して声をかけ
ましょう。

最近姿を見ない、新聞や郵便物
がたまっているなど「ちょっと
変だな」と感じたら連絡しま
しょう。

周りに介護などの負担を感じて
いる人がいたら、地域包括支援
センターなどへ相談を勧めま
しょう。

◇日常的な声かけ◇ ◇無理のない見守り◇ ◇相談を勧める◇



u y

介護保険料の   お知らせです
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
？

×

＝

÷

五戸町の保険料の基準額　4,832円（月額）

この基準額をもとに、所得によって９段階に分かれます

　平成21年度から、介護従事者の処遇を改善するために、介護サービス費用が改定されま
した。改定に伴う介護保険料の急激な上昇を抑えるために、平成21、22年度については、
国が一部を段階的に負担し、被保険者の負担を軽減します。当町は３年間分の基準額を
平準化します。�

国の負担のイメージ 五戸町は３年間分を平準化�

H21年度 H22年度 H23年度 H21年度 H22年度 H23年度

上限分全額を
国が負担します

本来の基準額に
なります

上限分の半額を
国が負担します ３年間で、上昇分の半分を国が負担します

←
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
の
本
来
の
基
準
値国の負担分（特例交付金） 被保険者みなさんの負担分

介護保険料

Q & AQ & AQ & A
　介護保険料は、介護保険のサービスにかかる市町

村ごとの総費用を基に決まります。介護サービスの

種類を多くしたり、施設を多く設置するなど、介護

サービスを手厚くしている市町村はそれだけ費用が

掛かりますので、保険料も高くなる傾向にあります。

65歳以上の人（第１号被保険者）の保険料
平成21年度から平成23年度までの

五戸町の介護保険料基準額（月額）は4,832円です
所得段階を増やし、負担の軽減をはかりました。

基準額の
算出方法

市町村で必要な
介護サービスの
総費用

65歳以上の方の
負担分
20％

市町村に住む
65歳以上の方の

人数

６５歳以上の方の保険料額は、平成２１年度から３年間に必要な介護保険の総費用から算出され
た「基準額」をもとに、原則としてその方の世帯の所得に応じて決められます。

住んでいる市町村によって

保険料額が違うのはなぜですか？

65歳以上の方の保険料は、地域の介護
サービスをまかなう大切な財源になっ
ています。ですから、医療保険と同様
に、保険料をお返しすることはありま
せん。介護保険は、助け合いの精神に
基づく社会のしくみです。どうぞご理
解ください。

サービスを利用しなくても保険料は
納めるの？
納めた保険料は返してもらえますか？

所得の少ない方については、無理のな
いよう、所得段階ごとの保険料額に
なっていますので、ご理解ください。

所得が少なくても保険料を納めなけ

ればならないのですか？

◆問い合わせ先　役場介護保険課
　ＴＥＬ ６２－２１１１  内線１４１・１４２

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階
（軽減）

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

●生活保護受給者の方
●老齢福祉年金※１の受給者で世帯全員が住民税非課税の方

世帯全員が住民税非課税で、「合計所得金額※２＋課税年金収
入額」が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、「合計所得金額＋課税年金収入額」
が80万円を超える方

世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税
で「合計所得金額＋課税年金収入額」が80万円以下の方�

世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税
で、第１～第４段階（軽減）に該当しない方�

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が125万円未満の方�

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が125万円以上150
万円未満の方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が150万円以上200
万円未満の方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の方�

対　　　　象　　　　者 保険料の調整率 保険料（月額） 保険料（年額）

基準額
×0.50

2,416円 28,992円

基準額
×0.50

2,416円 28,992円

基準額
×0.75

3,624円 43,488円

基準額
×0.80
（新設）

3,865円 46,380円

基準額 4,832円 57,984円

基準額
×1.10
（新設）

5,315円 63,780円

基準額
×1.13
（新設）

5,460円 65,520円

基準額
1.25

6,040円 72,480円

基準額
×1.50

7,248円 86,976円

※１　老齢福祉年金　明治４４年４月１日以前に生まれた方、または大正５年４月１日以前に生まれた方で
　　　　　　　　　　一定の要件を満たしている方が受けている年金です
※２　合計所得金額　「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です
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　第17回五戸町長杯ソフトボール大会決勝
が３月７日、五戸ドームで行われ、町民ら
が職場の同僚や仲間の親睦を図りながら、
さわやかな汗を流しました。大会は冬季間
における町民の運動不足を解消する目的で
開催しており、今回は24チーム、約300人
が参加しました。�   

　ごのへグリーン・ツーリズム研究会は
３月４日、「てまえ味噌づくり体験」を開催
しました。八戸市などから参加した26人は、
講師の竹洞雍子さん（加工グループ・カマ
ラードの家代表）の指導で味噌づくりを
体験。地元産大豆と米こうじを使用した
味噌には防腐剤などの添加物が含まれて
おらず、約１年間熟成して完成します。�  

　東北地方の高校で唯一となる「五戸高校
少年消防クラブ」が組織されました。３月
24日に行われた組織会では、五戸高校の生
徒20人が参加。初代隊長として川守田義仁
君が選ばれ、川h七保消防団長を前に元気
よく防火への決意を宣誓しました。

　第31回ＮＨＫ東北民謡コンクール優勝大
会でジュニア部門大賞を受賞した東山栞奈
さんが３月19日、三浦町長に受賞を報告し
ました。東山さんは「自分の出番が最後
だった。先に歌った出演者たちが上手だっ
たが、開き直って歌えてよかった。次回の
大会ではさらに練習して頑張りたい。」と
決意を述べました。

　五戸町交通
安全母の会
（三浦智子会
長）は４月１
日、町内の小
学校付近の横
断歩道前に交
通安全用のス
トップマーク
を貼り付けま
した。これは
県トラック協
会三八支部青

年部会から贈られたもので、同会では毎年
入学式前に古くなったマークを貼り替えし
ています。

　倉石中市地
区にある県天
然記念物「わ
むら（上村）の
カシワ」が、
日本一の巨木
であることが
調査で分かり
ました。幹周
りを測定した
ところ５・４㍍
あり、日本一
が確定しまし
た。

　カシワは県重宝の旧圓子家住宅の敷地内
にあり、樹齢約７５０年と推定されています。

さ
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や
か
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く
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長
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ト
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大
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で
大
賞

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
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謡
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大
会

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！

フォト
■町内の出来事や、頑張っている�
　皆さんを紹介するコーナーです。
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●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
５
月
）

●３月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝ 昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

13,985
（14,071）
13,202

（12,724）
47,365

（48,681）
32,647

（33,704）

12,423
（12,372）
12,309

（12,169）

13,663
（13,914）

14,739
（15,159）

18,536
（18,040）

12,737
（12,233）

11,441
（11,485）
12, 20

（12, 30）
12,381

（12,450）
15,589

（16,961）
12, 20

（12,466）

12,365
（12,472）
12,353

（12,056）
15,274

（14,749）
12,639

（12,593）

12,711
（12,793）
12,360

（12,050）
17,660

（17,418）
12,350

（12,070）

11,850
（11,894）
11,304

（12,654）
21,748

（21,864）
15,259

（16,624）

11,816
（12,759）

12,441
（12,391）

18,930
（18,947）

14,200
（14,076）

皮膚科
12,217

（12,224）
12,350

（12,070）
12,559

（12,743）
12,350

（12,070）

119,592
（119,882）

114,690
（114,444）

112,400
（114,562）

149,145
（151,210）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11784
（11812）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

何
ひ
と
つ
成
せ
ず
に
過
ぎ
て
春
が
来
ぬ

頭
か
ら
口
に
出
す
間
に
も
う
忘
れ

ほ
し
餅
は
昔
懐
か
し
野
良
の
春

〈
短
歌
〉

な
つ
か
し
き
娘
二
人
に
手
を
引
か
れ

愛
の
優
し
さ
そ
ば
の
味
の
よ
さ

張
り
切
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
挑
戦
肝
だ
め
し

調
子
ぱ
ず
れ
は
年
の
せ
い
か
な

芝
ざ
く
ら
分
け
い
で
し
芽
に
気
が
付
か
ず

色
濃
く
咲
い
た
ク
ロ
カ
ッ
ス
に
見
蕩
れ

皆
願
う
と
ん
と
逝
き
た
い
と
そ
れ
な
の
に

診
察
室
へ
何
故
急
ぐ

学
舎
に
旅
立
つ
孫
の
身
を
案
じ

日
々
す
こ
や
か
に
た
の
し
く
学
べ

春
雪
が
林
檎
老
樹
の
洞
穴
に

ち
ら
ち
ら
入
り
て
消
え
ゆ
け
る
か
も

　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

根
市
　
ミ
ヤ
　（
　
　
　
）　

若
松
　
忠
雄
　（
　
　
　
）　

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

科
　
長

副
院
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

岡
本
　
一
雄

田
口
　
　
順

副
医
長

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

高
野
　
成
尚

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

（
弘
前
大
学
）

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　金
曜
日

　
11
日
・
25
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　第
２
・
３
金
・
土
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）

毎
週
土
曜
日
（
完
全
予
約
制
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

非
常
勤

（
八
戸
市
民
病
院
）

診
　
療
　
科

ま

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受

付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
な
び
や

し
ゅ
ん
せ
つ

ろ
う
じ
ゅ

ほ
ら
あ
な

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院
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上
市
川

中
　
区

中
　
道

十
文
字

古
街
道

長
　
根
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【行政職】

大久保　與　一　（参事・総務課長事務取扱）

岩　井　孝　雄　（参事・福祉保健課長事務取扱）

太　田　和　夫　（介護保険課長）

鈴　木　哲　子　（川内支所長）

橘　　　佳世子　（総合病院事務局次長）

松　坂　久　春　（教育委員会学校給食センター所長）

三　浦　廣　志　（川内支所主幹）

大　里　美代子　（建設課主幹）

中川原　洋　子　（教育委員会図書館主幹）

【技能職】

中　野　重　雄　（教育委員会町立公民館主幹）

赤　坂　春　子　（総務課主幹）

本　田　世志子　（教育委員会蛯川小学校技能主事）

【医療職】

古　田　綾　子　（福祉保健課長補佐）

中　里　みつ子　（介護保険課長補佐）

向　山　恭　子　（総合病院看護師長）

鈴　木　生　子　（総合病院副看護師長）

高　村　ヒロ子　（総合病院主任准看護師）

下　山　陽　子　（総合病院准看護師）

沼　沢　洋　子　（総合病院准看護師）

主事級

医療職

新採用

税務課主事　　　　　　　苫米地　裕　司

【行政職】

福祉保健課主事　　　　　和井田　　　藍

福祉保健課保健師　　　　田　中　雅　美

【医療職】

総合病院看護師　　　　　前　田　文　香

総合病院看護師　　　　　高　谷　朝　美

総合病院看護師　　　　　新　谷　由美子

総合病院准看護師　　　　荒木田　槙　子

総合病院准看護師　　　　車　　　美　歌

総務課主事　　　　　　　小　渡　奈　穂　（福祉保健課主事）

福祉保健課長補佐　
（保健師業務担当）　　　中　野　温　子　（福祉保健課主任保健師）

介護保険課長補佐   　　　
（地域包括支援センター担当）　晴　山　正　子　（介護保険課主任保健師

（地域包括支援センター担当））

総合病院看護師長　　　　盛　田　成　子　（総合病院副看護師長）

総合病院副看護師長　
（３級格付け）　　 　　奥　村　智　子　（総合病院主任看護師）

総合病院副看護師長　　
（３級格付け）　　　 　瀬　川　恵　子　（総合病院主任看護師）

総合病院副看護師長　
（３級格付け）　　 　　佐々木　恵美子　（総合病院主任看護師）

総合病院副看護師長　　
（３級格付け）　　　 　三　浦　一　恵　（総合病院看護師）

総合病院主任看護師　
（３級格付け）　　 　　若　林　桂　子　（総合病院看護師）

総合病院技師　　　　
（２級格付け）　　 　　新井山　絵理子　（総合病院技師）

総合病院技師　　　　
（２級格付け）　　 　　向　山　早弥香　（総合病院技師）

退　職（平成２２年３月３１日付）

　平成２２年４月１日付で町職員の人事異動を行いました。異動者は８１人で定年等退職者は１９人。
新採用は行政職２人、医療職６人の計８人です。
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班長・主幹・総括主査級

主査級

農林課主幹　　　　　　　崩　　　幸　作　（総合病院主幹）

建設課技幹　　　　　　　小保内　一　典　（建設課総括技査）

教育委員会学校　　
給食センター主幹

　　　川　村　悦　子　（農業委員会事務局主幹）

教育委員会町立公民館主幹　井　上　　　哲　（浅田支所主幹）

教育委員会図書館主幹　　大　山　和歌子　（教育委員会教育課総括主査（スポーツ振興公社担当））

総務課総括主査　　　　　川　村　和　子　（住民課主査）

企画振興課総括主査　　　大　沢　直　明　（企画振興課主査）

税務課総括主査　　　　　服　部　幸　子　（福祉保健課総括主査）

福祉保健課総括主査　　　三　浦　千津子　（福祉保健課主査）

介護保険課総括主査　　　中　村　美奈子　（税務課主査）

住民課総括主査　　　　　鈴　木　久美子　（介護保険課主査）

農林課総括主査　　　　　佐々木　正　晴　（税務課総括主査）

建設課総括技査　　　　　中　村　弘　幸　（建設課技査）

建設課総括主査　　　　　早　狩　千　春　（三戸郡福祉事務組合派遣）

農業委員会事務局総括主査　赤　坂　真　弓　（税務課総括主査）

税務課主査　　　　　　　中　里　幸　恵　（教育委員会教育課主査）

農林課主査　　　　　　　橋　本　智　春　（青森県後期高齢者医療広域連合派遣）

教育委員会教育課主査　　中　山　佳　奈　（総務課主査）

総務課主査　　　　　　　中川原　修　一　（総務課主事）

税務課主査　　　　　　　下川原　謙　一　（農林課主査）

建設課技査　　　　　　　小笠原　裕　也　（農林課技査）

教育委員会教育課主査　　清　水　秀　正　（教育委員会教育課主事）

参事・課長級

課長補佐級

町 職 員 の 人 事 異 動

川内支所長　　　　　　　鈴　木　裕　之　（介護保険課介護保険班長）

福祉保健課長補佐　　　　佐々木　万　悦　（建設課都市計画班長）

介護保険課長補佐　　　　奥　山　謙　二　（農林課長補佐）

農林課長補佐　　　　　　山　下　　　淳　（建設課土木班長）

総合病院事務局次長　
（健診班担当）　　 　　服　部　　　勤　（住民課戸籍住民班長）

参事・総務課長事務取扱　小　渡　公　夫　（参事・教育委員会教育課長事務取扱）

福祉保健課長　　　　　　倉　橋　隆　穂　（福祉保健課長補佐）

介護保険課長　　　　　　大　沢　　　茂　（介護保険課長補佐）

教育委員会教育課長　　　小　村　光　明　（教育委員会教育課長補佐）

教育委員会学校給食センター所長　赤　坂　恵　一　（建設課上下水道班長）

教育委員会教育課長補佐　畑　山　敦　夫　（住民課国保班長）

班長・主幹・総括主査級

税務課固定資産税班長　　a　橋　良　治　（税務課主幹）

介護保険課介護保険班長　上　山　貴　久　（介護保険課総括主査）

住民課戸籍住民班長　　　山　田　優　伸　（教育委員会学校給食センター主幹　　 ）

住民課国保班長　　　　　今　川　淳　子　（総務課総括主査）

建設課上下水道班長　　　舛　沢　　　実　（教育委員会教育課主幹（スポーツ振興公社担当））

川内支所主幹　　　　　　岩　h　昭　子　（福祉保健課主幹）

浅田支所主幹　　　　　　苫米地　忠　雄　（税務課主幹）

介護保険課主幹　　　　　丸　谷　光　子　（三戸郡福祉事務組合派遣）

建設課土木班長　　　　　高　谷　忠　憲　（建設課総括技査）

建設課都市計画班長　　　赤　坂　和　浩　（農林課総括主査）

（　）は前職



接種作業から３８日目。収穫の様子

接種作業から１５日目。菌糸が広がってきた様子

□■□■□■□ □■□■□■□青年海外協力隊活動レポート ｉｎ ネパール　№６
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青
年
海
外
協
力
隊
員
の
東
千
秋

さ
ん
（
五
戸
町
出
身
）
が
平
成
21

年
１
月
か
ら
ネ
パ
ー
ル
へ
派
遣
さ

れ
、
現
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
の
様
子
を
平
成
21
年
４
月
号
か

ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
ナ
マ
ス
テ（
こ
ん
に
ち
は
）。

　
青
年
海
外
協
力
隊
（
二
十
年
度

三
次
隊
　
経
済
・
市
場
調
査
）
と

し
て
現
在
ネ
パ
ー
ル
で
活
動
中
の

東
千
秋
で
す
。

　
ネ
パ
ー
ル
に
来
て
早
い
も
の
で

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

私
の
活
動
で
あ
る
村
落
女
性
の
所

得
向
上
活
動
支
援
に
つ
い
て
少
し

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
に
期
待
さ
れ
た
要

請
は
、
配
属
先
が
行
っ

て
い
る
村
落
女
性
に
よ

る
所
得
向
上
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
野
菜
栽

培
、
養
蜂
、
キ
ノ
コ
栽

培
、
ヤ
ギ
飼
育
等
）
を

よ
り
効
果
的
に
行
う
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
う

事
で
し
た
。
そ
こ
で
ま

ず
私
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

に
赴
き
、
村
落
女
性
の

所
得
向
上
活
動
の
現
状

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

①
生
産
物
の
多
く
は
自
分
た
ち
で

消
費
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
現
金

収
入
を
目
的
と
し
た
「
売
る
た
め

の
」
生
産
活
動
が
で
き
て
い
る
人

は
多
く
な
い
。

②
生
産
活
動
は
コ
ス
ト
削
減
や
情

報
共
有
等
の
た
め
に
グ
ル
ー
プ
で

行
っ
た
方
が
効
率
的
で
あ
る
が
、

カ
ス
キ
郡
で
は
ほ
と
ん
ど
が
個
人

で
の
活
動
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
は
少
な
い
。

③
私
の
配
属
先
を
含
め
、
様
々
な

支
援
団
体
が
所
得
向
上
の
た
め
の

技
術
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
何
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
女
性

も
多
く
、
知
識
の
な

い
ま
ま
自
己
流
で
生

産
し
て
い
る
。
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
実
施
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が

無
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。

④
村
か
ら
出
る
機
会

の
少
な
い
女
性
た
ち

に
と
っ
て
、
生
産
品

の
販
売
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
村
内
が
中
心
で

あ
る
。

⑤
所
得
向
上
活
動
に
取
り
組
む
事

は
、
直
接
的
な
現
金
収
入
に
結
び

付
か
な
く
て
も
、
女
性
た
ち
に
「
自

分
の
仕
事
」
を
与
え
、
自
信
を
付

与
す
る
と
い
う
副
次
的
効
果
が
あ

る
。

　
な
ど
と
い
う
事
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
何
を
生
産
す
れ
ば
売

れ
る
の
か
、
ま
た
、
家
事
労
働
等

に
従
事
し
、
忙
し
い
女
性
た
ち
に

と
っ
て
、
何
を
生
産
す
る
の
が
適

当
か
、
負
担
の
少
な
い
形
で
生
産

活
動
が
で
き
る
か
を
考
慮
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
村
の
女
性

た
ち
の
一
部
で
生
産
を
ス
タ
ー
ト

し
た
の
が
「
キ
ノ
コ
（
中
で
も
ヒ

ラ
タ
ケ
）」
で
す
。

　
ヒ
ラ
タ
ケ
栽
培
は
、

①
村
に
あ
る
稲
わ
ら
を
使
っ
て
栽

培
が
で
き
る
た
め
、
経
費
が
あ
ま

り
か
か
ら
な
い
。

②
栽
培
中
の
世
話
は
水
や
り
程
度

で
、
手
間
が
あ
ま
り
か
か
ら
ず
、

忙
し
い
女
性
に
負
担
が
少
な
い
。

③
２
０
０
〜
３
０
０
Ｒ
ｓ
／
㎏
（
日

本
円
・
約
２
４
０
〜
３
６
０
円
）

と
、
ネ
パ
ー
ル
で
キ
ノ
コ
は
高
値

で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に

ト
マ
ト
は
一
月
時
点
で
50
Ｒ
ｓ
／

㎏
程
度
（
日
本
円
・
約
60
円
）。

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
15
Ｒ
ｓ
／
㎏
程

度
（
日
本
円
・
約
20
円
）。

※「Rs.
」…
ネ
パ
ー
ル
・
ル
ピ
ー
の
通
貨
記
号

④
仮
に
販
売
に
結
び
付
か
な
く
て

も
、
農
民
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち

で
消
費
で
き
る
。

⑤
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
１
か
月
と
い

う
短
期
で
収
穫
で
き
、
す
ぐ
に
成

果
が
見
え
る
た
め
、
女
性
た
ち
が

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
や
す

い
。

⑥
ヒ
ラ
タ
ケ
の
稲
わ
ら
栽
培
は
失

敗
す
る
確
率
が
低
く
、
栽
培
の
経

験
が
無
い
人
で
も
比
較
的
簡
単
に

で
き
る
。

　
な
ど
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
メ
リ
ッ
ト

だ
け
で
は
な
く
、
比
較
的
高
価
な

食
材
で
あ
る
た
め
に
食
べ
方
を
知

ら
な
い
ネ
パ
ー
ル
人
も
お
り
、
消

費
者
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
市
場
を
広
げ
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
、
ネ
パ
ー
ル
の
野
菜

売
り
場
に
は
冷
蔵
庫
が
無
く
長
期

保
存
が
で
き
な
い
た
め
、
加
工
品

も
作
っ
て
販
売
ロ
ス
を
減
ら
す
等

の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ス
タ

ー
ト
し
た
ば
か
り
で
問
題
も
多
い

で
す
が
、
女
性
た
ち
と
共
に
試
行

錯
誤
の
過
程
を
楽
し
ん
で
活
動
し

て
い
け
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
ま
た
。

青
年
海
外
協
力
隊東

　
　
　
千
　
秋

※
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すすいで
切り開いて乾かす。

回収期間

１月～６月まで

７月～12月まで

交付申請期日

７月20日

備　　　　考

廃品回収業者が発行する仕切り票の
写しを添付すること。
（回収品目・回収量の分かるもの）１月20日

紙類 新聞・雑誌・段ボール・牛乳パックなど　　金属類 アルミ缶・スチール缶など　　びん類 ビールびん・一升びんなど

新　　聞 雑誌・チラシ 段ボール 牛乳パック アルミ缶・スチール缶 ビールびん・一升びん

　ごみ処理の問題は、私たちにとって一番身近な環境問題です。十和田地域広域事務組合においても最終

処分場の残余年数が数年とされていることから、早急に対策を講じ、延命化を図っていく必要があります。

　このことから、地域住民による更なる「ごみの減量・分別排出の徹底・リサイクル」の推進に取り組むた

め、構成市町村では行動計画を策定し、具体的な行動を示して、平成24年度までに「リサイクル率25％達成」

を目標に、町民・事業者・町、それぞれが役割を認識し、ごみ減量化を図っていくことになりました。

　今後、ごみ減量化の推進状況に応じては、ごみ処理の一部をごみ排出者が手数料として負担する「家庭

ごみの有料化」といった経済的手法の導入も検討されていることから、目標達成に向けた町民の意識と行動

が必要です。ご協力をよろしくお願いします。

　ごみ減量とリサイクルの推進を図る手段の一つとして、資源ごみ集団回収活動を行う住民団体に対し

補助金を交付する制度を４月から実施することになりました。

　資源ごみ集団回収活動を推進し、廃品回収業者に引き取らせることにより、十和田地域広域事務組合へ

のごみ搬入量が減量になり、リサイクル率は上昇し、さらに町の負担金は減ることになります。

　

１　集団回収事業に参加するには？
　　　補助金の交付を申請するには、団体登録届をしていただく必要があります。

　　　◎登録の手続き：役場福祉保健課または各支所へ団体代表者の印鑑を持参してください。

２　登録団体の条件
　　　子ども会、自治会、老人クラブなどの地域住民で組織する団体で、営利を目的にしない団体。

３　対象品目

４　補助金の額
　　　資源ごみ１キログラムにつき　２円（10円未満切捨て）

５　交付申請の時期

問い合わせ先　　役場福祉保健課　℡62－2111　内線１３４

ごみ減量化等に向けた行動計画

資源ごみ集団回収推進事業補助金制度
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１

２

３

４

５月 ７日（金）

５月１４日（金）

５月２１日（金）

５月２８日（金）

期　　日

浅 水 活 性 化 セ ン タ ー

町 立 公 民 館

瑞 　 　 　 穂 　 　 　 館

豊間内コミュニティセンター

場　　　所

９：３０～１１：３０

９：３０～１１：３０

９：３０～１１：３０

９：３０～１１：３０

時　　間

雇
用
・
資
格

町

職

員

募

集

危
険
物
取
扱
者
試
験

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

お

知
ら
せ

ユ
ー
ト
リ
ー
立
体
駐
車
場

長
時
間
料
金
を
値
下
げ
！

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
者
負
担
軽
減
に
つ
い
て

福
祉

 対　象
６５歳以上の日常生活が自立し
ている方で、年間を通じて参加
できる方（各会場40人になり次
第締め切り）

・会場が遠いため歩いて参加できない
方は、ハピネスで送迎いたします。

・電話で申し込みする際に、送迎が
必要かどうかお知らせください。

 内　容
　５月から３月まで各地
区毎月１回ずつ、トコト
コ教室（転倒骨折予防教
室）を開催します。
　皆さんおなじみの曲に
合わせた体操やゲームな
ど、声を出して笑っての
楽しい教室です。ぜひご
参加ください。

申し込み先　ハピネス℡６２－６９９９　担当 下栃棚（しもとちたな）

【５月の日程】

情報ステーション

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

①
上
級
行
政
（
事
務
職
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
人
程
度

②
土
木
技
師
　
　
　
　
１
人
程
度

●
受
験
資
格

①
上
級
行
政
（
事
務
職
）

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
含
む
）
方

②
土
木
技
師

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
で
土
木
の

学
科
を
専
攻
し
卒
業
し
た
（
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
含
む
）
方

●
受
付
期
間

平
成
22
年
５
月
24
日（
月
）か
ら

６
月
７
日（
月
）ま
で
の
平
日
午
前

８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着

●
試
験
の
期
日
な
ど

○
第
１
次
試
験

・
期
日
　
平
成
22
年
７
月
25
日（
日
）

・
場
所
　
青
森
市

・
方
法
お
よ
び
内
容

　
教
養
・
専
門
試
験

○
第
２
次
試
験

・
期
日
　
　
８
月
下
旬

・
場
所
　
　
五
戸
町
役
場

・
方
法
お
よ
び
内
容

　
論
文
、
面
接
な
ど

●
受
験
手
続

　
指
定
の
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
・

身
上
書
は
、
必
ず
自
書
し
、
卒

業
証
明
書（
卒
業
見
込
証
明
書
）

を
添
え
て
役
場
総
務
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
等
は
、
役
場
総
務

課
、
川
内
・
浅
田
・
倉
石
各
支

所
に
あ
り
ま
す
（
五
戸
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
五
戸
町
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
１

●
種
　
別

　
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

●
試
験
日

・
八
戸
市

　
平
成
22
年
６
月
19
日（
土
）

　
　
　
　
　
６
月
26
日（
土
）

・
十
和
田
市

　
平
成
22
年
６
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
　
６
月
27
日（
日
）

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
22
年
５
月
６
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
５
月
17
日（
月
）ま
で

□問
7
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７
│
７
２
２
│
１
９
０
２

　
長
時
間
料
金
を
24
時
間
最
大
２

千
円
か
ら
半
額
の
千
円
に
値
下
げ

し
ま
し
た
。

　
八
戸
駅
と
連
絡
通
路
で
直
結
し

て
お
り
、
雨
天
で
も
楽
々
乗
車
。

１
時
間
１
４
０
円
（
夜
間
60
円
）

□問
ユ
ー
ト
リ
ー
℡
27 

│ 

２
２
２
７

　
３
月
22
日
付
で
浪
打
泰
さ
ん
が

五
戸
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

※
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
（
評
価
額
）
に
対
す

る
不
服
申
し
立
て
に
つ
い
て
審

査
決
定
す
る
機
関
で
す
。

　
障
が
い
者
の
方
が
利
用
で
き
る

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
費
用

は
、
こ
れ
ま
で
原
則
１
割
の
利
用

者
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
町
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
場
合
（
対

象
と
な
る
障
が
い
者
が
18
歳
以
上

の
と
き
は
、
本
人
と
配
偶
者
が
町

民
税
非
課
税
の
場
合
）
は
、
原
則

無
料
と
な
り
ま
し
た
。

●
軽
減
の
対
象
と
な
る
も
の

・
国
の
制
度
改
正
に
よ
る
も
の

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
療
養

介
護
医
療
を
除
く
）、
障
が
い

児
施
設
支
援
（
障
が
い
児
施
設

医
療
を
除
く
）、
補
装
具
の
購

入
・
修
理

・
町
が
独
自
に
軽
減
す
る
も
の

日
常
生
活
用
具
の
給
付
、
移
動

支
援
、
日
中
一
時
支
援

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
８

※

健康づくりを応援します！― 五戸町委託事業 ―

「トコトコ教室」参加者募集
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　毎月第２日曜日開催（全10回）
　第１回目　５／９（日）10：00～11：30
　講師　三浦忠司 氏　定員　40人
お申し込みは図書館まで　℡ 61－1040

●特別展示
「赤ちゃんのための絵本コーナー」
「絵本作家さんコーナー」
●「巨大なダンボールの森はおはなしの国!?」
　５／８（土）　10：00～15：00
●「絵本とおしゃべりカフェ」
　５／11（火）　10：00～12：00
●「ベストリーダー」紹介
　「クイズラリー」
□問 図書館℡ 61－1040

●問い合わせ先　農業委員会事務局　℡６２－２１１１内線272

育
児

農
業

種　　　目

あ ぜ 塗 り（ 機 械 ） １ｍ 30
10ａ 4,000

〃 5,000
８時間 5,100
10ａ 5,000

８時間 5,100
〃 5,100

10ａ 5,000

８時間 5,100
10ａ 5,000
10ａ 12,000（結束付）
10ａ 11,000（結束なし）

耕 　 起（ 〃 ）
代 か き（ 〃 ）

人 　 手
機 　 械

除 　 　 　 草
人 　 手
バ イ ン ダ ー

（ ひ も 除 き ）
人 　 手
機 　 械

コ ン バ イ ン

・20歳～70歳を基準とします。（男女同額、賄いなし）
・この賃金は、ごく普通の農地についての賃金です。地域その他の実情な

どを考慮し、この額を基準として両者で協議の上、決めてください。

基準
単位

賃金
（円） 種　　　目 基準

単位
賃金

（円）

水
　
　
　
　
　
　
　
田

耕 　 起（ 機 械 ） 10ａ 3,000
８時間 5,100
１ｍ 35

長 芋 掘（ 人 手 ）
ト レ ン チ ャ ー

８時間 5,100葉 タ バ コ
８時間 5,100にんにく（人手）

〃 5,100一 般 作 業
〃 9,000せ ん 定
〃 5,100摘 果 ・ 袋 か け
〃 5,100除 袋 ・ 葉 摘 み
〃 5,100収 穫

10ａ 5,000た い 肥 散 布 機
（積込み含む）

畑

果
　
　
樹

参
　
考

脱
　
　
穀

摘
　
要

刈
　
取

田
植

平 成 2 2 年 度 五 戸 町 農 作 業 標 準 賃 金

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

平
成
22
年
度
子
ど
も
手
当
制
度

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
ば

｢

ぱ
ん
じ
ー
る
ー
む
」
開
設

情報ステーション

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
児
童
手
当

制
度
に
代
わ
り
、
子
ど
も
手
当
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。
児
童
手
当
に

比
べ
、
手
当
額
、
対
象
の
子
ど
も

の
範
囲
な
ど
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

▽
対
象
の
子
ど
も
　
15
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
に
あ
る
子
ど
も

▽
受
給
者

　
五
戸
町
に
住
所
を
有
し

①
右
記
の
子
ど
も
を
監
護
し
、
生

計
を
同
じ
く
す
る
父
ま
た
は
母

②
右
記
の
子
ど
も
を
監
護
し
、生
計

を
維
持
す
る
も
の（
父
母
以
外
）

▽
手
当
額
　
子
ど
も
１
人
に
つ

き
、
月
額
１
３
、０
０
０
円

▽
支
給
月
　
６
月
・
10
月
・
２
月

の
年
３
回
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
月

の
前
の
月
分
ま
で
（
４
か
月

分
）
を
支
給
し
ま
す
。

▽
所
得
制
限
　
な
し

▽
申
請
手
続
き
の
必
要
な
人

①
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、

新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と

な
る
子
ど
も
（
原
則
と
し
て
中

学
２
年
生
と
３
年
生
）
を
養
育

し
て
い
る
方

②
未
届
け
や
、
所
得
制
限
に
よ
り
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か

っ
た
方

③
子
ど
も
手
当
創
設
に
伴
い
、
新

た
に
子
ど
も
手
当
の
受
給
者
と

な
る
人
（
子
ど
も
が
全
員
中
学

生
以
上
な
ど
）

　
前
述
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
方

は
、
９
月
30
日
ま
で
に
手
続
を
す

れ
ば
、
４
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
し
ま
す
。

　
ま
た
、
出
生
や
転
入
、
婚
姻
な

ど
に
よ
り
子
ど
も
が
増
え
た
方
、

新
た
に
受
給
者
と
な
っ
た
方
は
随

時
届
出
が
必
要
で
す
。

▽
手
続
の
必
要
の
な
い
人

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、

子
ど
も
手
当
の
創
設
に
よ
っ
て

も
、
手
当
対
象
の
子
ど
も
の
数

に
変
更
が
な
い
方

▽
受
付
窓
口
　
役
場
福
祉
保
健
課
、

川
内
・
浅
田
・
倉
石
各
支
所

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

□問
役
場
福
祉
保
健
課
　
福
祉
班

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
９

　
町
委
託
事
業
に
よ
る
子
育
て
支

援
ひ
ろ
ば
「
ぱ
ん
じ
ー
る
ー
む
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
毎
週
、
月
・
火
・
水
の
10
時
か

ら
16
時
ま
で
育
児
相
談
を
行
っ
て

お
り
、
無
料
で
ど
な
た
で
も
自
由

に
ご
利
用
で
き
ま
す
（
保
育
園
利

用
者
以
外
で
も
可
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

□問
大
字
倉
石
石
沢
字
山
辺
沢
10 

│ 

73

　
倉
石
保
育
園
内「
ぱ
ん
じ
ー
る
ー
む
」

　
℡
77 

│ 

３
１
３
９
柿
本
・
小
田

　
本
格
的
な
農
作
業
が
始
ま
り
忙

し
く
な
る
こ
の
時
期
は
、
農
作
業

事
故
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

●
高
齢
者
の
事
故
を
な
く
そ
う

・
疲
れ
た
ら
無
理
せ
ず
休
憩

●
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
防
止

・
ほ
場
出
入
り
の
際
に
は
転
倒
・

転
落
事
故
に
注
意

●
機
械
へ
の
巻
き
込
ま
れ
事
故
防
止

・
機
械
調
整
・
点
検
、
詰
ま
り
除

去
時
に
は
エ
ン
ジ
ン
停
止

・
服
装
を
整
え
、
機
械
へ
の
巻
き

込
ま
れ
に
注
意
！

※
一
緒
に
農
作
業
安
全
運
動
を

し
て
く
だ
さ
る
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
募
集
中
で
す
。

□問
役
場
農
林
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
６
４
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倉澤先生を囲む門弟
（東京・工藤写真館前＝明治３３・３・１０）

上大町の附祭
（稲荷神社前＝明治３８・旧７・２３）

古
堂
の
定
規
田

（
川
原
町
古
堂
後
の
た
ん
ぼ
で
細
長
い
定
規
を
使
っ
て

苗
を
さ
す
＝
戦
後
ま
で
利
用
さ
れ
た
）
　
　
　
　
　

絵
は
が
き
に
な
っ
た
五
戸
村
役
場

（
町
制
施
行
直
前
の
庁
舎
＝
大
正
４
年
）

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，５０４人　（－４２）

　女　１０，２２７人　（－４２）

総人口１９，７３１人　（－８４）

世帯数１６，９８０世帯（－７）

平成22年４月１日現在

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０
３
９
－
１
５
１
３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２
１
－
１

TEL０
１
７
８
－
６
２
－
２
１
１
１
　
FAX０

１
７
８
－
６
２
－
６
３
１
７
　
M
AIL

soum
u＠
tow
n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
広
報

№183

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
④

　
上
大
町
の
附
祭
、
五
戸
村
役
場
な
ど
」

①
五
戸
村
役
場

　
明
治
12
年
、
戸
長
役
場
が
下
大

町
三
末
隣
に
あ
っ
た
が
、
22
年
４

月
に
町
村
合
併
に
よ
っ
て
五
戸
村

が
ス
タ
ー
ト
。
初
代
村
長
櫛
引
慶

太
が
就
任
、
そ
の
後
、
旧
五
戸
代

官
所
隣
の
台
地
に
村
役
場
庁
舎
が

建
設
さ
れ
、
大
正
４
年
11
月
の
町

制
施
行
ま
で
利
用
し
て
い
る
。
写

真
の
庁
舎
は
明
治
末
期
の
絵
は
が

き
。

②
倉
澤
先
生
を
囲
む
門
弟

　
東
京
で
留
学
中
の
門
弟
ら
11
人

が
集
ま
っ
て
交
流
を
深
め
た
。

　
前
列
左
か
ら
久
保
藤
一
郎
（
倉

石
村
７
代
村
長
）、
中
川
原
貞
機

（
衆
議
院
議
員
）、
北
村
正
雄
、

三
浦
辰
次
郎
、
三
浦
伝
七
、
中
列

左
か
ら
木
村
治
太
郎
、
新
井
田
次

郎
（
日
本
速
記
者
第
一
号
）、
倉

澤
先
生
、
後
列
左
は
木
村
幸
作
、

中
村
勝
太
郎
、
工
藤
京
造
（
東
大

医
学
生
）、
三
浦
常
太
郎
（
東
大

卒
、
弁
護
士
）、
新
井
田
四
郎
の

皆
さ
ん
。

③
古
堂
の
定
規
田

　
地
元
の
町
民
は
川
原
町
古
堂
の

た
ん
ぼ
を
「
定
規
田
」
と
呼
ん
で

い
る
。

　
明
治
39
年
９
月
12
日
、
耕
地
整

理
法
の
利
用
第
一
号
が
付
近
一
帯

の
水
田
だ
っ
た
。
当
時
の
地
主
は

三
浦
善
蔵
、菊
池
万
之
丞
、
盛
田

喜
平
治
、
大
西
喜
一
ら
で
、
一
反

歩
田
を
着
工
か
ら
10
年
か
か
り
、

36
町
歩
（
工
事
費
42
万
円
余
）
が

出
来
あ
が
っ
て
い
る
。
今
は
農
地

改
革
に
よ
り
個
人
所
有
と
な
っ
て

い
る
。

　
上
大
町
の
あ
る
商
人
の
土
蔵
に

保
管
さ
れ
て
い
た
の
は
明
治
38
年

旧
７
月
23
日
の
附
祭
風
景
で
あ
っ

た
。
趣
味
の
写
真
屋
さ
ん
が
写
し

た
と
伝
わ
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

④
上
大
町
の
附
祭

　
文
政
２
年
旧
７
月
18
日
（
一
八

一
九
年
）
藤
田
茂
蔵
祐
寿
（
子
孫

は
三
戸
の
藤
田
寛
明
氏
）
が
御
神

輿
を
寄
贈
し
た
こ
と
か
ら
神
社
の

祭
礼
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
以
前
は
資
料
焼
失
の
た
め

定
か
で
な
い
。
祭
礼
の

山
車
が
参
加
し
、
附
祭

と
呼
び
、
引
き
歩
く
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
明

治
な
か
ば
と
口
伝
さ
れ
、

古
老
に
よ
っ
て
年
月
が

異
な
る
。

つ
け
ま
つ
り

つ
け
ま
つ
り

す
け
と
し

こ
し

お
　
み



平成22年度 五戸町行政組織機構図

町　長 副町長 総　務　課

企画振興課

税　務　課

介護保険課

住　民　課

農　林　課

出　納　室

教　育　課

建　設　課

福祉保健課

℡６２－２１１１（代表）
人事給与、広報・広聴、消防・防災、防犯、交通安全、予算、
行財政改革、財政計画、公有財産、入札など

℡６２－７９５２
総合振興計画、統計調査、地域づくり、商工・観光、国際交流、
情報化の推進、町ケーブルテレビ事業など

℡６２－７９５６
介護保険の資格の得喪、保険料の賦課徴収、要介護認定、介護予
防、ケアマネージメント、認知症サポーターなど

℡６２－７９５９
戸籍、住民票、印鑑登録、人権擁護、出稼対策、埋火葬・改葬許
可、国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金など

℡６２－７９６０
農林業の振興、農業農村整備事業、農地等災害復旧、農業集落排
水事業、治山、五戸台地など

℡６２－７９６４（学務）、６２－７９６５（社会教育）
小中学校管理、学校教育施設の建設・管理、奨学資金、生涯教育、
スポーツ振興、社会体育、文化財保護など

℡６２－７９６３
現金の出納、公金管理、決算調整など

℡６２－７９５４
町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税の賦課徴収、
税務関係証明、納税貯蓄組合など

℡６２－７９５５（福祉）、６２－７９５８（保健衛生）
障がい者･母子･児童福祉、保育園、放課後児童クラブ、子ども手
当、重度医療、高齢者福祉、各種健診、予防接種、母子保健、健
康づくり事業、廃棄物処理対策、五戸斎場など

℡６２－７９６１
都市計画、公営住宅、上市川団地、建築確認申請、土木事業の計
画・執行、道路占用、除雪、下水道事業計画・施設管理、農業集
落排水施設・簡易水道施設管理など

地域包括支援センター　℡６２－７９５６

学校給食センター　℡６１－６３１１

町 立 公 民 館　℡６２－７９７６

図　　書　　館　℡６１－１０４０

議会事務局

農業委員会事務局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

℡６２－７９６７

℡６２－７９６６

℡６２－７９５０

℡６２－７９６７

議会事務、諸法令の調査など

農業者年金、農地等のあっせん、農地転用など

選挙事務など

監査事務など

川内支所　℡６２－７９７１

浅田支所　℡６２－７９６９

倉石支所　℡６２－７９６８

町 長 部 局

教育長

教育委員会



　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

● ２歳６か月児健康相談（１９年１０・１１月生）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

日 記念日等

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

行　　事　　等

１

２

３

４

５

６

７

８

水

木

土

火

月

水

木

火

月

日

金

土

金

土

日

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

 9：30～11：30 町立公民館

　 ３か月児健康診査（２２年１・２月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

 9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

● ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

17

18

19

20

21

22

23

24

火

月

金

土

日

金

土

日

25

26

27

28

29

30

31

水

木

火

月

月

水

木

記念日等日 行　　事　　等

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課
● 一般住民結核検診 切谷内・蛯川地区巡回

● １歳６か月児健康診査（２０年１０・１１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 一般住民結核検診 川原町・豊間内・浅田地区巡回

　 １０か月児健康相談（２１年６・７月生） 旧地域保健センター12：30～12：50受付

● 絵本のへや 町図書館10：00～12：00

● 行政相談 倉石温泉13：30～16：00

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

２０１０年

平成２２年
月月５５

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

２
０
１
０
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

 9：00～ 9：20受付 旧地域保健センター

10：00～12：00 町立公民館

● ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間４／１～５／３１　 役場税務課�   

不正大麻・けし撲滅運動（～６月）

民生委員・児童委員の日活動強化週間　５／１２～５／１８

消費者被害防止月間

月　間　メ　モ 今月の納期

納期限５月３１日（月）

軽自動車税

固定資産税

全　期

第１期

４月２３日～５月１２日

２０１０・第５２回こどもの読書週間
５月５日～５月１１日

児童福祉週間
『地球はね
笑顔がつまった

星なんだ』

厚生労働省、（社）全国社会福祉協議会、
（財）こども未来財団

母の日

ノー行事デイ

民生委員・�
児童委員の日

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日
10：00～12：00 町立公民館

● トコトコ教室（旧町内地区）

13：00～15：00● みんなの保健室（健康相談） 役場福祉保健課

 9：30～11：30● トコトコ教室（川内地区） 瑞穂館

 9：00～● 町長杯グラウンド・ゴルフ大会 小渡平公園

● 一般住民結核検診 五戸地区巡回

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 一般住民結核検診 社会福祉センター・浅田地区巡回

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 一般住民結核検診 倉石地区巡回

● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30～11：30 豊間内コミュニティセンター

● 一般住民結核検診 倉石地区巡回

● 一般住民結核検診 上市川地区巡回

● 行政相談 町立公民館13：30～16：00
● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

● 五戸春まつり 11：00～14：30 小渡平公園
（雨天：倉石コミュニティセンター）

● 春季スポーツまつり（～５月３日）
　  五戸地方ミニバスケットボール大会　　　　8:30～　倉石スポーツセンター
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園

　  三戸郡下中学校ソフトテニス大会　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸うまっこマラソン大会　　　　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園

こ
ども

の読
書週間・２０１０

４/２３～５/１２

たんけんしたいな 　本の森



　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

● ２歳６か月児健康相談（１９年１０・１１月生）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

日 記念日等

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

行　　事　　等

１

２

３

４

５

６

７

８

水

木

土

火

月

水

木

火

月

日

金

土

金

土

日

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

 9：30～11：30 町立公民館

　 ３か月児健康診査（２２年１・２月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

 9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

● ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院
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記念日等日 行　　事　　等

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課
● 一般住民結核検診 切谷内・蛯川地区巡回

● １歳６か月児健康診査（２０年１０・１１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 一般住民結核検診 川原町・豊間内・浅田地区巡回

　 １０か月児健康相談（２１年６・７月生） 旧地域保健センター12：30～12：50受付

● 絵本のへや 町図書館10：00～12：00

● 行政相談 倉石温泉13：30～16：00

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

２０１０年

平成２２年
月月５５

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

２
０
１
０
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

 9：00～ 9：20受付 旧地域保健センター

10：00～12：00 町立公民館

● ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間 ４／１～５／３１　 役場税務課�   

不正大麻・けし撲滅運動（～６月）

民生委員・児童委員の日活動強化週間　５／１２～５／１８

消費者被害防止月間

月　間　メ　モ 今月の納期

納期限５月３１日（月）

軽自動車税

固定資産税

全　期

第１期

４月２３日～５月１２日

２０１０・第５２回こどもの読書週間
５月５日～５月１１日

児童福祉週間
『地球はね

笑顔がつまった
星なんだ』

厚生労働省、（社）全国社会福祉協議会、
（財）こども未来財団

母の日

ノー行事デイ

民生委員・�
児童委員の日

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日
10：00～12：00 町立公民館

● トコトコ教室（旧町内地区）

13：00～15：00● みんなの保健室（健康相談） 役場福祉保健課

 9：30～11：30● トコトコ教室（川内地区） 瑞穂館

 9：00～● 町長杯グラウンド・ゴルフ大会 小渡平公園

● 一般住民結核検診 五戸地区巡回

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 一般住民結核検診 社会福祉センター・浅田地区巡回

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 一般住民結核検診 倉石地区巡回

● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30～11：30 豊間内コミュニティセンター

● 一般住民結核検診 倉石地区巡回

● 一般住民結核検診 上市川地区巡回

● 行政相談 町立公民館13：30～16：00
● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

● 五戸春まつり 11：00～14：30 小渡平公園
（雨天：倉石コミュニティセンター）

● 春季スポーツまつり（～５月３日）
　  五戸地方ミニバスケットボール大会　　　　8:30～　倉石スポーツセンター
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園

　  三戸郡下中学校ソフトテニス大会　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸うまっこマラソン大会　　　　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園

こ
ども

の読書週間・２０１０

４/２３～５/１２

たんけんしたいな 　本の森



● ＢＣＧ接種

● ３か月児健康診査（２２年２月生）

● 三種混合　　　　　　予防接種

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ
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 平成２１年分所得証明書

 平成２２年度課税証明書
　　発行開始　６／１～　　　　役場税務課・各支所

 子ども手当現況届提出期間　　　　　６／１～６／３０　役場福祉保健課・各支所

 まちづくり月間

 男女雇用機会均等月間

13：00～15：00 役場福祉保健課

● 麻しん・風しん混合予防接種

● ６か月児健康相談（２１年１０・１１月生）

世界環境デー

県民交通安全の日

時の記念日

父の日

高齢者交通安全の日

12：20～12：45受付

● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● ６か月児健康相談（２１年１０・１１月生）

● ポリオ予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 人権相談 13：30～16：00 町立公民館

※６/１日に予定していた６か月児健康相談は６/４に変更になりました

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00

● おはなし会 町図書館

● 三戸郡総合体育大会

14：00～15：00

● 行政相談 倉石温泉13：30～16：00

主会場：階上町

● 古文書解読講習会 町図書館

● 三戸郡総合体育大会

10：00～11：30

主会場：階上町

● トコトコ教室（旧町内地区） 町立公民館 9：30～11：30

● トコトコ教室（浅田地区）  9：30～11：30 浅水活性化センター

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

総合病院

12：20～12：45受付 総合病院

 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

 9：30～11：30 瑞穂館● トコトコ教室（川内地区）

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

※６/１１日に予定していた３か月児健康診査は５/１４に変更になりました


